
 

 

 

 

 

 

 データの活用から見る算数・数学研修  

先日、小学校・中学校「算数・数学」研修を奈良教育大学の近藤裕先生をお招きして行いました。『「デー

タの活用」の学習指導について』を題材に統計的な内容に関わる小学校算数に見られる様子や、中学校数学で

扱われる教材の特徴などを中心にご講義いただき、小学校・中学校の教員が約30名参加しました。 

「データ活用」の領域は他の分野に比べて、まだまだ実践

例が少なく、小学校、中学校のつながりを意識した学び方に

ついて聴かせていただきました。 

また、データの分布をグラフで視覚化することで、特徴が

具体的に見え、さらに使用するグラフによって同じデータで

あっても異なる傾向を見出すことができることや、さまざま

な情報が飛び交っているこの社会で、本当に正しいものなの

かを判断するために、一度立ち止まり「疑う」という批判的

思考も学ぶことが必要であることを教わりました。今後の授

業に役立つポイントを数多く学ぶことができた研修となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいルーム秋の遠足                  教育支援センター（ふれあいルーム） 

11月８日（金）に生駒山麓公園へ遠足に出かけました。今年度は、生駒駅から生駒山麓

公園まで約3.2kmの登山コースを登りました。前日までとても寒い日が続いていたため無

事に登れるか心配していましたが、遠足当日は天候に恵まれ、参加したルーム生たちは笑

顔でお互いに声をかけ合いながら登っていました。 

山麓公園に到着してからは、素晴らしい景色を目前に、芝生の上でお昼ご飯を食べたり、

レクレーションをしたりして楽しみました。ルーム生たちは、登山後とは思えないほど元気いっぱいの大きな声

をかけ合いながら、チームで協力してレクレーションに取り組んでいました。また、自由時間では持参したおや

つを交換したり、直径 100ｍを超える広大な広場で鬼ごっこをしたりしていました。いつもあまり大きな声を出

さないルーム生が大きな声を出して走り回っている姿や、あまり話したことのないルーム生と笑顔で話している

姿がありました。子どもたちにとって、仲間とともに過ごす楽しい１日になったようです。 

ルーム生のふり返りには、「最初は山に登るのがキツかったけど、苦しさを上回る楽し

さがあったので良い思い出になりました」「中学生になってこんなに楽しかった遠足はこ

れが初めてだったのですごく良かったです」「友だちや先生、あまり話したことのないル

ーム生とも協力して山を登ることができたので、いろんな人と協力して頑張るという団

結力を学びました」などの感想が書かれていました。 
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【受講者アンケートより】 

・新しく知った表現の仕方が多く、とても楽しかったです。批判的に捉える力を育てるためには、まず多面的に

捉える力をつける必要があり、小学校の学習活動でもしっかりと教えてあげないといけないと感じました。 

・自分自身があまり学んだことのない「データの活用」について小学校・中学校を系統立ててご教示いただき、

とても勉強になりました。もしかしたらデータの活用は、言語活動と一番深くつながっている内容なのではな

いかと考えさせられました。 



「STEAM探究教育」に取り組んでいます                   調査・研究 

９月センター通信でもお伝えした通り、今年度は縄手北小学校・縄手東小学校・縄手北中学校・上小阪小学

校・上小阪中学校の５校を研究協力校として、総合的な学習の時間を軸に、探究的で教科横断的な視点を取り入

れた学びに取り組んでいます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜縄手北小学校＞ 

「商店街における自分たちの役割を考える」をテ

ーマにして、探究活動を進めています。10月30日

（水）には、これまでに調べてきたことを整理・

分析し、各自が考えている取組みの発表交流をし

ました。「一番人気の商店街にするために」「気づ

いてなかった商店街の特徴」など、様々な視点か

らの発表があり、参加者からの「なぜ？」や「も

っとこうしたら…」といった疑問や意見の交流も

活発にされていました。今回の交流をもとに、グ

ループでの探究活動をすす 

め、商店街をよりよくする 

ためのことを考えていく 

予定です。 

＜縄手北中学校＞ 
２年生の子どもたちが「キミが誰かを笑顔にする」

をテーマに取り組んでいます。まずは、身近な人や

テレビ・新聞などで知った人などで「困っている

人」について各班で考えました。そこから「困って

いる人」について、「原因」や「助けるアイデア」

を話し合い、他の班と企画を交流しました。現在

は、「困っている人にとっての理想の状態とはどん

な状態か」「実現可能か」といった視点から、交流

した意見をもとに、自分たちの企画を見直している

ところです。 

今後、校外に出て調査を行っ 

たりさらに情報収集をしたり 

しながら、企画をブラッシュ 

アップしていきます。 

＜縄手東小学校＞ 

「枚岡神社の祭りをもとに、学んだ文化・伝統を全国

に発信する」をテーマに、４年生が地元での伝統的な

枚岡神社の祭りを改めて見直す中で、フィールドワー

クを行ったり地元の方に聞き取りを行ったりしてきま

した。そして、それぞれが感じた祭りの魅力をポスタ

ーにまとめ、地域に貼り出しました。 

現在は、祭りの「さらなる発展」や「魅力」を全国に

発信するべく、自分たちにできることを探究中です。 

２学期の終わりには、今まで取り組んできたことのま

とめ・表現の場として、保護者や地域の方々へ向けて

の取組み発表を予定しています。 

 

＜上小阪小学校＞ 
４年生の子どもたちは、１学 

期、身の回りのごみや水など 

の環境問題に関わる学習を行い 

ました。 

また、使用済みとなったPCの 

解体ワークショップは、都市鉱山と呼ばれる家庭等

で眠っている金属資源をPCを解体しながら見つけ

ていくという、子どもたちにとって大変貴重な経験

になりました。 

そうした中で、「そもそもごみって何だろう」「身

近にあるごみのゆくえは？」「日本と世界でごみの

事情はどう違う？」等、子どもたちのこれまでの学

びや経験をつなぎながら、自分たちが暮らす日本と

世界を比べ、自らの課題に向けて探究を進めていき

ます。 

 

 

取組みの紹介 
 

 

＜上小阪中学校＞ 

１年生が「インクルーシブな社会・文化を構築する」というテーマで、障害のある方々との交流を通じて、ともに

暮らすために解決しなければいけない社会課題を考えました。探究を進めていく中で、 

３Ｄプリンターやプログラミングを使って、試作品を作成し、実際に役立つ解決策を模索 

しました。最後には、発明交流会でポスターセッションを通して自分たちのアイデアを発 

表し、いろいろな人々からフィードバックを受けました。この経験を通じて、生徒たちは 

社会課題に対する意識を高め、より良い社会の実現に向けた一歩を踏み出しました。 

 

 


